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人口の動き

5月1日現在 前月比

人口計 66，168 +556 
男 31，818+320 
女 34，350+236 

世帯数 19，132 +204 
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花しようぶ祭に

おやまばやし

角館町から民謡団一行

か〈のだて

姉妹都市・秋田県角館町の民謡団一行12名が6月6

目、 7日の両日、大村の花し ょうぶ祭lζ訪れ、 郷土芸

能 、おやまばやし、などを被ろう、地元大村の民踊協

会の方などと交流を図りました。

角館町とは一昨年7月iζ姉妹都市を結びましたが、

それ以来、 少年の交流やロータリアン、民踊協会の方

など各種団体の交流があっており、 2000キロ離れた

両市町のきずながますます深まっています。
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， (2) りお お む

事
業
所
統
計
調
査
が
、
七
月
一

日
現
在
で
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ

れ
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
工
場
や
庖
舗
、

会
社
、
学
校
の
ほ
か
、
官
公
庁
、

病
院
、
旅
館
、
組
合
な
ど
か
ら
神

社
、
寺
院
、
大
工
、
左
官
業
、
ア

パ
ー
ト
経
営
者
な
ど
、
事
業
を
行

っ
て
い
る
一
定
の
場
所
で
行
わ
れ

ま
す
。調

査
の
内
容
は
、
経
営
組
織
、

事
業
内
容
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
都
道
府
県
、
市
町
村
ご
と
の
事

業
所
数
、
従
業
員
数
の
規
模
や
そ
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の
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
乙
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
の
ま

ま
を
ど
記
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
五
十
三
年
に
実
施
し
た

事
業
所
統
計
調
査
の
市
内
の
事
業

所
数
、
従
業
者
数
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
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小
さ
な
親
切
で

心
が
か
よ
う

豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

天

正

遣

欧

少

年

使

節

。
イ
ン
ド
到
着

苦
難
に
み
ち
た
イ
ン
ド
洋
の

航
海
の
約
半
分
の
道
の
り
を
経

て
、
イ
ン
ド
の
コ
チ
ン
に
到
着

し
ま
し
た
。
一
五
八
三
年
四
月

の
乙
と
で
す
。
乙
の
コ
チ
ン
に

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
早
く
か
ら

住
み
つ
き
、
堅
固
な
城
塞
を
構

え
、
海
と
川
で
固
ま
れ
た
ほ
ぼ

三
角
形
の
島
で
し
た
。

メ
ス
キ
l
タ
神
父
は
、
厳
し

い
熱
気
の
た
め
前
々
か
ら
体
調

を
く
ず
し
、
コ
チ
ン
の
手
前
の

ペ
ス
カ
り
ヤ
で
療
養
し
て
い
ま

し
た
が
、
イ
ン
ド
人
が
か
つ
ぐ

寝
台
に
横
た
わ
り
な
が
ら
、
多

く
の
危
険
を
越
え
一
行
よ
り
一

足
遅
れ
て
コ
チ
ン
に
到
着
す
る

@
記
録

有
様
で
し
た
。

コ
チ
ン
の
港
は
、
九
月
ま
で

は
砂
が
港
を
閉
鎖
し
、
船
の
出

入
り
を
不
可
能
に
し
ま
し
た
か

ら
、
乙
乙
に
約
八
カ
月
間
滞
在

す
る
乙
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
少
年
達
は
そ
の
問
、
ラ

テ
ン
語
、
器
楽
、
唱
歌
の
修
得

に
あ
け
く
れ
ま
し
た
。
殊
に
音

楽
に
関
し
て
は
、
無
事
日
本
へ

帰
国
後
、
母
国
の
人
に
聞
か
せ

た
ら
い
か
に
喜
ぶ
だ
ろ
う
か
と

い
う
期
待
を
も
っ
て
、
大
い
に

練
習
に
励
み
ま
し
た
。

十
一
月
下
旬
、
二
十
日
ほ
ど

の
航
海
の
の
ち
突
如
と
し
て
夢

幻
の
よ
う
な
巨
大
な
都
市
が
、

少
年
連
の

の

自

の

前

に

ア
会

ゴ
教
出
現
し
ま

た
院

し
学
し
た
。
宮

在
日

滞
ウ
殿
、
教
会

f
a
e

、
カ
J

達
・
修
道
院
が

年
ン

少
サ
建
ち
並
び

人
口
約
三

⑪
 

パ
i

i

工
場
も
庖
舗
も
;

会
社
も
学
校
も

事
業
所
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

の
産
業
別
構
成
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
す
の
で
、
い
わ
ば
日
本
の
産
業

の
見
取
図
を
つ
く
る
統
計
調
査
と

い
う
乙
と
に
な
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
市
内
を
百

四
の
地
区
に
分
割
し
、
四
十
九
人

の
調
査
員
が
県
知
事
の
任
命
を
受

け
て
、
七
月
一
白
か
ら
い
っ
せ
い

に
皆
さ
ん
方
の
事
業
所
に
お
伺
い

す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。時

間
的
に
も
お

忙
が
し
い
と
き
に

お
伺
い
す
る
乙
と

も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
調
査
の

趣
旨
を
ど
理
解
の

う
え
ど
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
乙
の
調

査
で
知
り
得
た
事

柄
は
統
計
を
つ
く

る
目
的
だ
け
に
用

い
ら
れ
、
申
告
者

十
万
人
を
か
か
え
た
，
黄
金
の

ゴ
ア
タ
に
到
着
し
た
の
で
す
。

西
肥
前
あ
る
い
は
日
向
の
寒
村

に
幼
年
時
代
を
す
ご
し
、
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
は
知
っ
て
い
る

も
の
の
四
少
年
達
の
目
に
は
こ

の
大
都
会
は
ど
の
よ
う
に
う
つ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
@

ゴ
ア
に
着
く
と
思
わ
ぬ
不
幸

が
、
彼
ら
を
待
ち
受
け
て
い
ま

し
た
。
自
ら
使
節
を
卒
い
て
ロ

ー
マ
に
赴
く
つ
も
り
で
し
た
ヴ

ア
リ
ニ
ア
l
ノ
神
父
は
、
イ
エ

ズ
ス
会
総
長
の
命
令
に
従
っ
て

イ
ン
ド
に
留
ま
る
乙
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
少
年
達
が
父
と
も

し
た
っ
た
神
父
の
ゴ
ア
足
留
め

は
、
少
年
達
を
大
い
に
悲
し
ま

せ
ま
し
た
。

ゴ
ア
か
ら
コ
チ
ン
に
再
び
戻

り
、
一
五
八
四
年
二
月
二
十
日

い
よ
い
よ
東
洋
に
別
れ
を
告
げ

西
洋
へ
と
船
出
し
、
三
月
九
日

に
は
初
め
て
経
験
す
る
赤
道
直

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)

下
を
通
過
し
ま
し
た
。
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※ 
澱増期梅雨 下

水
道

住
み
よ
い
町
の

毎
日
が
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
空

の
六
月
は
、
連
日
の
雨
で
道
路
が

た
い
へ
ん
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、

雨
の
日
は
視
界
が
狭
く
な
る
う
え

に
、
路
面
が
滑
り
や
す
く
、

車
は

ち
ょ
う
ど
氷
の
上
を
走
っ
て
い
る

と
考
え
て
も
い
い
ほ
ど
危
険
度
が

高
く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
次
に

あ
げ
る
当
然
の
注
意
事
項
を
も
う

一
度
確
認
し
て
下
さ
い
。

@
晴
れ
の
日
よ
り
も
グ
l
y
と
速

度
を
落
と
し
、
車
間
距
離
を
十

分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

@
工
事
現
場
の
鉄
板
や
路
面
電
車

の
レ
ー
ル
な
ど
は
、

滑
り
や
す

く
な
る
の
で
特
に
注
意
し
ま
し

車間距離を十分にとろう

り

純県公の銅像が復元

大村神社境内に37年ぶり

第2次大戦中に軍需物資として徴用され

基
礎
づ
く
り

よ-っ。

@
ワ
イ
パ
ー
は
常
に
整
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、
ブ

レ
ー
キ
の
作
動
は
十
分
か
、
タ

イ
ヤ
の
空
気
圧
は
ち
ょ
う
ど
い

い
か
、
点
検
整
備
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

@
視
界
が
狭
く
な
る
た
め
、
道
路

の
デ
コ
ボ
コ
や
歩
行
者
の
有
無

に
つ
い
て
、
無
意
識
に
も
見
込

み
判
断
し
が
ち
で
す
が
、

タ見

込
み
運
転
9

は
絶
対
に
や
め
ま

l
v
よ
P

つ。

@
雨
の
降
り
は
じ
め
は
、
歩
行
者

は
ぬ
れ
ま
い
と
し
て
先
を
急
ぎ

ま
す
。
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ

た大村藩最後の藩主、大村純無(すみひろ〉

公の銅像が以前とそのままの姿で大村神社

境内に復元され、 6月6日に関係者が参加

(
生
活
環
境
課
)

して除幕式がありました。乙の銅像は明治

徴用され、乙れまで台座だけだ、った乙とか

36年に建てられましたが、昭和19年iζ軍に

ら、銅像復元の会が浄財を集めていたもの

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

です。
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際

障

害

者
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増
進
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図

一
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S
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S
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市
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身
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あ
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会
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範
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所
持
者
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車
椅
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を
常

五
O
八
O
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と
と
も
に
、
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増
進
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図
用
し
て
い
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人
)

。
村
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明
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(
肢
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池
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一
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、
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・
回
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聞

棋連
画
一
ニ一判
明輯

畿

市
め
苛

一
閣

議

整

問
随

一一
一
週
露

村

間

蜘

八

三

三

l

一

一

二

一

一一

1
1
if
謹

一

…一

一

鱒

大

崎

玄

。

高

月

兼

作

上

諏

訪

町

一

六

一

-

一

固

一¥¥品噂副
都

議

以
圏
雲
一角

}一
一、

闘
械

で
出
斤

町

、ー園

、、二一
広

i邑
藍

堅

手

一日

脚

ル
印
刷
役
三
七
|
四
、
富
@
l
三
七
四
一

一

W
回
圃

E
F
'
M圃
・
圃
圃
圃
慣
副
腎
酔
宮
且
E
・
思

一
ん
市

1

一

一

臨
圃
薗
語
圏
圃
圏
圃
咽
雌
圃
圃
・
・
・
・
・
・
・
圃
剛
一
昨

ク
さ

o

j

一

一

司
凶
零
轟
蝉
圃
国
圃
圃
憧
唱
ヨ
ヨ
・
・
・
・
・
・
・
・

ω

ン
男
』
』

一

議

匝
障
竜
司
諸
市
羽

azー
も
祖母
1
1」
圃
隈

コ

辰

し

一

一

間

園
都
町

一劉
闘

鰐

/

炉

~

劇

物

中

ま

。

0

0

0

・

一

塑
・
圏

昔、
」

思

k

へ
d
事
官
、
、

闘

告

回

れ

す

一

割
圃
圃
園

刻

、
φ
3
4
主
f
l

トサ

F
幽

聞

広

た

さ

ま

-

一

盤
・
園
闘

!

…

vr
一齢

匡

厚

長

守

圏

外

し

贈

い

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

日

一

一

歯

周

聞

説

ミ

醤
司
綱
引

例
園

屋

賞

寄

て

日

時

七

月

十

八

日

(

土

)

一

目

盟
国
闇

J
鴻

同
町

a司、
d
F
山内
一圃

県

受

で

し

一

箇

欝

も

り

ゅ

H
岡

田

を

品

置

午

後

一

時

t
三

時

一

一

盛
・
圏
一
一
雪
A
N--w

一

万

ミ

欝
B
E
E
-
-
-
8
賞

乍

設

一

監
圃
膜

EE--EE'国
圃

・

圃

創

長

側

に

場

所

福

祉

セ

ン

タ

ー

-
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市
民
プ

i
ル、

屋
内
プ

l
ル

チ
ビ
ッ
子
た
ち
待
望
の
市
民
プ

ー
ル
、
屋
内
プ
ー
ル
が
七
月
一
日

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

プ
ー
ル
で
は
ふ
ざ
け
た
り
し
な

い
で
、
ま
た
、
プ

i
ル
に
行
く
と

き
は
次
の
乙
と
に
注
意
し
て
、
事

故
の
な
い
楽
し
い
夏
を
す
ご
し
ま

1
v

ょ・っ。

か
な
い
。
も
し
乗
っ
て
行
く
と

き
は
、
前
輪
・
後
輪
と
も
カ
ギ

が
か
か
る
よ
う
に
す
る
。

@
水
着
な
ど
所
持
品
に
は
、
必
ず

住
所
、
氏
名
を
書
く
。

④
プ

i
ル
サ
イ
ド
は
焼
け
て
熱
い

の
で
、
付
添
い
の
人
は
上
履
が

必
要
で
す
。

ft 

空
力

期
間
七
月
一
日

t

九
月
十
日
ま
で

(
午
前
十
時

t
午

後
六
時
)

休
み
毎
月
第
一
・

第
三
月
曜
日

※
休
み
な
ど
を
変
更

す
る
場
合
は
あ
ら

か
じ
め
プ
ー
ル
管

理
棟
の
前
に
掲
示

し
ま
す
。

使
用
料
大
人
・
高

校
生
H
二
百
円
、

小
・
中
学
生
H

百

円

O 

期
間
七
月
一
日

t
九
月
三
十
日

ま
で
(
午
前
十
時

t
午
後
九
時
)

休
み
毎
週
月
曜
日

※
休
み
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
は

あ
ら
か
じ
め
プ
l
ル
管
理
棟
の

前
に
掲
示
し
ま
す
。

使
用
料
大
人
・
高
校
生
H

三
百
円
、
雇
用
保
険
の
被

保
険
者
H
二
百
五
十
円
、

小
・
中
学
生
H

百
五
十
円

※
中
小
企
業
に
勤
め
て
い
る

人
で
雇
用
保
険
の
被
保
険

者
は
料
金
に
格
差
が
あ
り

ま
す
@
事
業
所
に
勤
め
て

い
る
乙
と
を
証
明
す
る
も

の
(
雇一
用
保
険
被
保
険
者

証
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
な

ど
)
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

(
体
育
課
)

O 

O 

更

新

の

手

続

き

を

一

7
月
1
日
か
ら
医
療
費
の

受
給
資
格
者
証
が
か
わ
り
ま
す

七
十
歳
以
上
の
老
人
、
心
身
障

害
者
、
母
子
、
寡
婦
、
未
婚
の
女

子
、
寡
男
の
医
療
費
受
給
資
格
者

証
を
六
月
二
十
二
日
か
ら
更
新
し

ま
す
。
該
当
者
は
も
れ
な
く
更
新

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

ン

な
お
、
該
当
者
に
は
日
時
、
場

所
を
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
指

定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
更
新
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。
(
詳
し
く
は
六

月
一
日
号
に
も
掲
載
)

(
福
祉
課
)

:一地方v 説九法がv 一 部7改正一一

老人配偶者控除の新設

基礎控除など所得控除はすえおき

昭
和
五
十
六
年
度
の
地
方
税
法

及
び
市
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
個
人
の
市
県
民

税
と
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〔
個
人
市
県
民
税
〕

④
老
人
配
偶
者
控
除
の
新
設

控
除
対
象
配
偶
者
の
う
ち
七
十

歳
以
上
の
人
(
障
害
者
を
除
く
)

に
つ
い
て
は
、
老
人
配
偶
者
控
除

二
十
三
万
円
を
適
用
し
ま
す
。

(
一
般
の
配
偶
者
控
除
は
二
十
二

万
円
)

④
所
得
割
の
非
課
税
措
置

す
べ
て
の
納
税
者
に
と
っ
て
共

通
の
非
課
税
部
分
で
あ
る
基
礎
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
引
上
げ
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
低
所

得
者
層
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、

所
得
の
金
額
が
二
十
七
万
円
に
本

人
、
控
除
対
象
配
偶
者
及
び
扶
養

親
族
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
金

額
以
下
の
人
に
つ
い
て
、
所
得
割

の
非
課
税
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し

た
。
(
昭
和
五
十
六
年
度
限
り
)

〔
法
人
市
民
税
〕

@
法
人
税
割
の
税
率
の
引
上
げ

市
民
税
法
人
税
割
の
標
準
税
率

が
百
分
の
十
二
・
三
(
現
行
百
分

の
十
二
・
一
)
に
改
め
ら
れ
、
昭

和
五
十
六
年
八
月
一
日
以
後
に
終

了
す
る
事
業
年
度
分
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。
(
大
村
市
は
標
準
税
率

を
適
用
)

@
均
等
割
の
税
率
適
用
基
準
の
改

正法
人
市
民
税
均
等
割
に
つ
い
て

は
、
そ
の
税
率
適
用
区
分
の
基
準

が
こ
れ
ま
で
「
資
本
の
金
額
ま
た

は
出
資
金
額
」
(
こ
れ
に
従
業
者

数
を
加
え
た
も
の
)
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、
乙

れ
に
資
本
積
立
金
額
(
法
人
税
法

第
二
条
第
十
七
号
)
を
加
え
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
改
正
は

本
年
四
月
一
日
以
後
に
終
了
す
る

事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
市
民
税

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

(
税
務
課
)
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※ 

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

圃

妊

婦

教

室

七
月
の
妊
婦
教
室
は
、
中
地
区

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

時
間
午
後
一
時

t
四
時

事呈日室教婦妊

粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
し
ょ
う

(
生
活
環
境
課
)

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

月日 | 内 廿，ヂ包，

?/1 i|| o。妊映は娠画じ中め、ての母命保健親のとなる心得
(第1回)。 生 創造、

(第7/2回8)1|!0。。妊安産娠産後中ののた栄めの養に保の(補と健助り方動作(貧、血妊食婦の体実操習の)実習)

7/15 |l| 。育児(乳‘のす房さばせマら方ッしサ・い育ー母児ジ乳用の、実品習のそ・赤ろえち方ゃんの入浴)
(第3回〉。映画

(第7/42回2〉|[。o乳家幼庭児の幸の環せ境のたと性め格に (家族計画)

!日i診療科目|病臨名|服地 |電話

5 小児科田川小児医院武部郷2-4000

整形外科橋口整形外科竹松本町5-8739

内 科i吋医院
12 

外・内 科佐 藤外科 2-3070 

松尾医「 12441219 
山道医 桜2馬丁場目 3-23051外・紅門科

26 
眼科 岩崎眼 西本町2-3435

7月の日曜当番医

赤
ち
ゃ
ん

診療時間午前 9時~午後6時

おで後い談 の 養 の
でに五まに面、発
かーカす応で し 育
け度月。じ 、 つ
下はま生て相 け 栄

さ
い
・

日| 時 間 場 所 対 象

7l9:30~mol大村保健所|生後山までの乳児
13:30--15:00 福重出張所 妊婦と乳幼児

幼 児13 1 13~öö--î5~O。 竹松出張所乳

i4T9:30--10:00 i大村保健所 |生後5--7カ月の乳児

20l問叶1:川官瀬出張所 l妊婦と乳幼児

21 1 9:30--10:00 大村保健所 生後8カ月以上の乳児 i
27 i 9:30--11:00 I コ浦出張所 |妊婦と乳幼児

7月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

(
生
活
環
境
課
)

-3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
生

ま
れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、

同
年
六
月

t
十
一
月
生
ま
れ
で

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
六
月
二
十
五
日

午
前
九
時

t
九
時
三
十
分

午
後
一
時

t
一
時
三
十
分

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

一
階
大
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
今
月
の
対
象
者
に
は
個

人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

場ま応る康なに血康
室康役所すじ相にどな圧相ー

相所 。て談関、るが談般
談健市 いにす健人気は健 ~\ 

7 月の健康相談日程 /ケ~'d
内容 i \~ ノ

乳幼児相談 し一一一一一一 寸 川けマ
妊婦相談 |一般健康相談/ノ唯判

乳幼児相談 l一一一一一一--------1v ~ 

-
老
人
健
康
診
査

老
人
の
健
康
保
持
と
福
祉
増
進

の
た
め
、
六
十
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

健
康
診
査
を
希
望
す
る
人
で
、

地
区
老
人
ク
ラ
プ
に
加
入
し
て
い

一

農

業

委

員

の

選

挙

一

一

立

候

補

説

明

会

一

一
七
月
十
九
日
で
任
期
満
了
す
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
一

一
る
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
す
。
な
お
、
立
候
補
届
出
用
紙
一

一
七
月
七
日
告
示
、
七
月
十
七
日
な
ど
は
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
↑

-

が

投

票

日

の

予

定

で

す

。

日

時

六

月

二

十

六

日

-

一

乙

の

選

挙

に

立

候

補

を

予

定

午

後

一

時

一

一
し
て
い
る
人
、
そ
の
関
係
の
入
場
所
市
役
所
第
六
会
議
室
-

る
人
は
会
長
あ
て
通
知
し
て
い
ま

す
の
で
、
地
区
会
長
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
老
人
ク
ラ
ブ
未
結
成
地

区
の
人
、
地
区
老
人
ク
ラ
プ
に
加

入
し
て
い
な
い
人
は
保
護
課
で
検

査
票
を
受
取
っ
て
下
さ
い
。

受
診
医
療
機
関
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
ご

と
に
指
定
さ
れ
た

医
院

受
診
期
間
六
月
二

十
二
日

t
七
月
三

十
一
日
ま
で

※
詳
し
く
は
保
護
課

へ
圃
被
爆
者
健
康

診
断

被
爆
者
の
健
康
診

断
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
に
は
個
人
あ
て

通
知
し
ま
す
が
、
今
回
は
被
爆
者

健
康
手
帳
の
更
新
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は
大
村

保
健
所
へ

被爆者健慶診 断 日 程

T/1|福祉センター |吋胡地区

7/2 市役所第一会議室大村，三浦，鈴団地区

7/3 Irr f1出張所竹松福重跡地区|

7/7 中地区公民 館西大村地区

7/8 市役所第一会議室 大村，西大村地区

7/9 " 大 村 地 区

I 7/10 " " 
〈受付時間 10:00-11:30. 13:00--14:00) 
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議
-
初
歩
の
力
メ
ラ
教
室

初
心
者
を
対
象
に
写
真
の
写
し

方
の
技
術
を
習
得
す
る
教
室
を
聞

き
ま
す
。

期
間
七
月
十
三
日

t
九
月
十
四

日
(
毎
週
月
曜
日
、
午
後
七
時

t
九
時
、
十
回
〉

場
所
中
央
公
民
館
〈
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

内
容
カ
メ
ラ
、
レ
ン
ズ
の
種
類

撮
影
の
基
磯
、
現
像
、
引
伸
し

な
ど

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

受
講
料
無
料
〈
教
材
費
は
実
費
)

一

長

崎

行

政

監

察

局

長

か

ら

一

一

北

野

松

代

さ

ん

に

感

謝

状

一

一
行
政
相
談
委
員
と
し
て
行
政
品
が
五
月
二
十
六
日
に
聞
か
れ
一

一
相
談
業
務
に
ど
尽
力
い
た
だ
い
た
行
政
相
談
委
員
制
度
二
十
周
一

一
て
い
ま
す
北
野
松
代
さ
ん
(
東
年
記
念
式
典
の
席
上
で
贈
ら
れ
一

一

本

町

)

に

対

し

て

長

崎

行

政

監

ま

し

た

。

一

一
察
局
長
か
ら
感
謝
状
及
び
記
念

講

師

中

島
泰
二
先
生

申
込
方
法
六
月
二
十
二
日
か
ら

電
話
で
中
央
公
民
館
(
曾
④

i

一
一
一
一
ム
ハ
一
)
へ

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。

も

よ

お

し

-
大
村
・
諌
阜
市
民
劇

場

第 4回から連続優勝

県ゲートボール大会で大村代表

第4回県ゲートボール大会が5月27目、

諌早市の県総合運動公園陸上競技場に県下

各地区から31チームが参加して行われ、大

村Aチーム(古町高砂会〉が熱戦のすえ、

見事優勝しました。大村代表は第1固から

連続して優勝しており、乙のすばらしい快

挙に関係者は大喜びです。写真は5月初日

戸島市長に優勝を報告する大村Aチームの

皆さん。

七
月
十
一
日
(
土
)

午
後
六
時
十
五
分
開
演

場
所
市
民
会
館

内
容
文
学
座
公
演

「
肥
前
風
土

記」

※
詳
し
く
は
大
村
・
諌
早
市
民
劇

場
(
曾
③
l
三
七
二
九
)
へ

(
社
会
教
育
課
)

日
時

-
第
叩
回
簡
易
保
険
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

応
募
資
格

中
学
生

作
品
〔
題
〕
次
の
ど
れ
か
を
選

ん
で
下
さ
い
。
肘
課
題

(簡

易
保
険
に
関
係
の
あ
る
も
の
)

川
自
由
題
〔
長
さ
〕
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

応
募
方
法
六
月
三
十
日
ま
で
に

近
く
の
郵
便
局
へ
ど
持
参
下
さ

発

表

十

月

(
入
選
者
に
は
学
校

を
通
じ
て
通
知
し
、
賞
状
、
賞

品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
)

賞
郵
政
大
臣
賞
、
文
部
大
臣
賞

な
ど
で
、
応
募
者
全
員
に
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
保
険
課

〈
曾
③

l
二
八

O
一
)
へ

小
学
五
・
六
年
生

一一段
持
期
…

f:壁
一

一

3

L

P

E

受
J

一-j
-

一

圃

，

圃

園

門

M

u

r

u

-

-

R
Hz昌
司

、

‘

一一

-

h

，

-

-

ノ

-
-
a問

42

空
¥

r
J

一

-

初
夏
、
釣
り
マ
ニ
ア
待
望
の
も
の
を
食
べ
て
成
長
す
る
の
で
一

一
ア
ユ
解
禁
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
し
よ
う
か
。
稚
ア
ユ
の
こ
ろ
は
一

一
解
禁
の
目
安
と
な
る
の
は
ア
乙
ん
虫
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ジ
な
ど
一

一
ュ
の
成
育
状
況
で
、
海
で
育

つ
の
小
さ
な
甲
殻
類
を
食
べ
ま
す
一

一
た
稚
ア
ユ
が
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
が
、

成
長
し
て
歯
が
生
え
る
と
一

一
て
き
て
若
ア

ユ
が
成
長
す
る
と

植
物
性
の
も
の
に
か
わ
り
、
水
一

一
乙
ろ
を
み
は
か
伝
っ
て
、
解
禁

あ
か
石
あ
か
な
ど
を
食
べ

る
と
一

一
日
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
い
う
か
わ
っ
た
習
性
を
持
っ

て
一

一
期
が
、
だ
い
た
い
六
月
の
初
旬

い

ま

す

。

一

一
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
ァ
ユ
の
ア
ユ
は
環
境
に
敏
感
な
魚
で
一

セ
SZ

，

一
育
ち
具
合
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
ダ
ム
や
取
水
堰
が
で
き
る
と
す
一

一

と

も

あ

り

ま

す

。

め

な

く

な

り

ま

す

。

そ

の

た

め

一

一
ア
ユ
は
、
日
本
な
ら
で
は
と
ダ
ム
に
は
魚
道
が
作
ら
れ
、
ス
一

一
も
い
え
る
魚
で
、
圏
内
は
北
海
ム

l
ズ
に
旅
が
で
き
る
よ
う
に
一

一
道
の
南
部
以
南
の
各
地
に
い
ま

配

慮
さ

れ

て

い

ま

す

。

一

一
す
が
、
外
国
で
は
台
湾
、
朝
鮮

ま
た
、

稚
ア
ユ

を
各
河
川
に
一

一
半
島
な
ど
に
見
ら
れ
る
程
度
で

放

流
す
る
な
ど
し
て
、
ア
ユ
を
一

一

す

。

増

や

す

工

夫

も

さ

れ

て

お

り

、

一

一
ア
ユ
は
川
で
生
ま
れ
て
海
で
放
流
の
数
は
全
国
各
地
で
、
年
一

一
育
ち
、
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
成
間
約
二
億
尾
に
も
の
ぼ
っ
て
い
一

一
長
し
、
再
び
河
口
に
下
っ
て
産
る
そ
う
で
す
。
一
方
、
環
境
美
一

一
卵
し
た
後
、
一
年
で
死
ん
で
し
化
の
点
か
ら
各
地
で
ア
ユ
の
す
一

一
ま
う
の
で
手
色
γ
と
も
呼
ば
め
る
清
流
を
取
り
戻
そ
う
と
い
一

一
れ
ま
す
。
ま
た
、

香
り
が
よ
く
う
運
動
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
一

一
お
い
し
い
の
で

タ
香
魚
d

の
名

清
流
に
泳
ぐ
ア

ユ
の
姿
は
、
美
一

一

も

あ

り

ま

す

。

し

い

河

川

の

バ

ロ

メ
ー
タ
ー
で
一

一

と

乙

ろ

で

、

ァ

ュ

は

ど

ん

な

も

あ

る

の

で

す

。

一

※ 

犬
の
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
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ザ
」

ス

ポ

}

国
太
極
拳
教
室

み
ツ

日
時

毎
週
火
曜

・
土
曜
(
午
後

七
時

i
八
時
)

場
所

武
道
館
二
階

対
象
高
校
生
以
上

参
加
費
一
般
八
百
円
、

高
校
生

五
百
円

主
催
・
申
込
先
太
極
傘
愛
好
会

事
務
局
(
曾
②
l
二
九
三
九
〉

後

援

市

教
育
委
員
会

-
月
例
卓
球
大
会

日
時

りおおむ市政だより(7) 

七
月
五
日
(
日
)

午
前
十
時

ア見の定例報薮 a

市民相設コーナー (広報公聴課〉 で

すべて無料で行っています。お気軽に

ご相談下さい。

(2日， 10: 00-15: 00) 吾錦之
国民相権.人

Lコ

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

職
場
に
微
笑
と
安
全
を

場
所
市
民
体
育
館

種
目
中
学
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、

一
般
男
女
シ
ジ
グ
ル
ス
(
含
高

校
)
、
一
般
男
B
シ
ン
グ
ル
ス

(98， 9:30-12:00) 

00日， 9:30-12:00) 

<15日， 10:00-15:00)

(24日， 13: 00-16: 00) 

(28日， 10:00-15:00)

(22日， 10:00-15:00)

談

談

置厚生・国民年金相談

.不

談

吾必ε
国民

-交通事故相談

相

相

相

相産

政

記

動

律

.行

.登
置法

安全週間が全国いっせいに、 6月1日

(
初
心
者
)
、

婦
人
シ
ジ
グ
ル

ス
、
一
般
男
女
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格
市
内
在
住
、
在
学
、

在
勤
者
に
限
る

参
加
費
シ
ン
グ
ル
ス

日
中
学
二

百
円
、
高
校
・
一
般
三
百
円

ダ
ブ
ル
ス
U
中
学
三
百
円
、
高

校
・
一
般
四
百
円

申
込
方
法
六
月
二
十
九
日
ま
で

に
卓
球
協
会
事
務
局
(
曾
②
|

四
一
七
八
)
へ

主
催
大
村
市
卓
球
協
会(体

育
課
)

-
第
日
回
少
年
野
球
大

会
成
績

五
月
四
日
・
五
日
、
市
営
球
場

ほ
か
三
会
場
で
市
教
育
委
員
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

-30日までを準備期間として始まりまし

今年のスローガンは 「災害ゼロはみん

なのねがい、 徹底させよう職場に安全

を/Jです。

た。本週間は7月1日-7日までです。

市

諌早労働基準監督署

村大

〔
小
学
生
〕
七
チ
l
ム

①
古
町
二
丁
目
②
松
並
一
丁
目

@

須
田
ノ
木
・
日
向
平
、
坂
口
メ
ッ

リノ

〔
中
学
生
〕
十
八
チ
l
ム

①
本
町
・
片
町
②
諏
訪
球
友
会
③

原
口
A
、
上
久
原

-
職
域
対
抗
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
成
績

五
月
十
七
日
、
市
民
体
育
館
で

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

(
男
子
〕
①
大
村
ク
ラ
ブ
②
航
空

隊
〔
女
子
A
〕
①
大
曲
チ
l
ム
②
幼

稚
園〔

女
子
B
〕
①
大
村
女
子
ク
ラ
プ

@
大
村
婦
人
ク
ラ
プ

-
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
成
績

五
月
二
十
四
日
、
市
民
体
育
館

で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
〕

①
郡
中
②
西
大
村
中
③

玖
島
中

〔
女
子
〕
①
西
大
村
中
②
玖
島
中

③
萱
瀬
中

-
小
学
生

6
人
制
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
成
績

五
月
二
十
四
日
、
市
民
体
育
館

で
市
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
六
年
男
子
〕
①
松
原
③
福
重
A

③
鈴
田

〔
六
年
女
子
〕

①
西
大
村
A
@
西

大
村
B
③
松
原
、
大
村

〔
五
年
男
・
女
〕
①
大
村
女
②
西

大
村
女
③
松
原
女

-
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大

会
成
績

五
月
五
目
、
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
硬
式
庭
球
協
会
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ

般

A
〕
①
牧
・
江
頭
②
田
中

.
大
内
③
大
谷
・
松
本

〔
一
般
B
〕
①
田
崎
・
西
@
筒
井

.
武
満
@
小
宮
・
林
田

6月は市県賦1期〉の納期です

納期内に納めましよう
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)ー 相ク目 i 

i へ営キ富十う恵マ 金 i
i 清タ業ロ郷五も荘出社
i 和パ所 )キろへ口会封 j
t 園コ(マ慈ロ乙漬ウ福 i 
l へ七東日恵 し物タ祉 ! 

千三本荘マ五五(協 ! 
! 本城専へ松キ・小議 i 
1 町売み尾ロ五路会 i 

公か二、キロへ ， 
l 慈社ん郎トロ町預 i 
. 恵大百 7 、)託 i i 荘村五今トと慈 i 
i 二ウポ谷!五ケ歌辺専信みマ i
i キタ忠ト人会、ト念〈か福 i 
. ロ'"' Jレ択ボ，.....みシ寺専ん田 j 
; 、 小 、 ほ l歌会かほ華念十又!
! 漬路民か Jレ謡長んか頂寺八六 ! 
‘ 物、 口踊二同慰水 二婦住キ
!十町ほ十好問谷マ十人職ロ岩 i
i ー)か人会 正大五会〉 松 i
i キ ト マ之村人(法マ郷 i
o ロママゲ会三ほカ〉会話上 )i
. ト 出!長城かラ御長 野甘 f
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賃
金
な
ど
決
ま

る
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。
春
田
起
し

千
円

。
植
代
か
き

五
千
五
百
円

t
六

百
円

。
畑
耕
転

五
百
円

三
千
五
百
円

t
四
千

四
千
円

t
四
千
五

2年連続優勝久原、

県壮年スローピッチ大会

第4回県壮年スローピッチソフトポール

大会が5月間目、 24日の両日、松浦市運動

公園に県下各地区から16チームが参加して

行われ、大村代表の久原チームが見事優勝

しました。同チームは2年連続の優勝で、

-
技
能
検
定
試
験
受
験

講
習

実
施
場
所
・
申
込
先

長
崎
技
能

ra年連続をめざしてJと皆さんはりきっ

開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌
早
市
小
船

越
町
一
一
一
三
、
雷
諌
早
@
l

一
一
=
一
二
三
)

申
込
締
切
六
月
三
十
日

〔
電
気
工
事
士
〕

実
施
期
間
七
月
六
日
か
ら
七
日

間
受
講
料
千
百
円

〔
機
械
加
工
〕

実
施
期
間
〔
学
科
〕
七
月
六
日

か
ら
五
日
間
〔
実
技
〕
七
月

十
一
日
、
十
二
日

受
講
料
〔
学
科
〕
二
千
五
百
円

〔
実
技
〕
一
級
コ
!
ス
H

一
万

三
千
円
、
二
級
コ

l
ス
H

一
万

円
〔
建
築
、
工
場
板
金
作
業
〕

ています。

実
施
期
間

口
M

受
講
料
二
千
五
百
円

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

-
保
母
試
験
予
備
講
習

会
期
間
七
月
十
八
日

t
二
十
三
日

ま
で

場
所
雲
仙
国
際
観
光
会
館

受
講
者
の
範
囲

ω保
母
試
験
の

受
験
資
格
を
有
す
る
人

間
特
に
児
童
の
保
護
な
ど
の
た
め

受
講
を
希
望
す
る
人

申
込
方
法
七
月
十
臼
ま
で
に
県

社
会
福
祉
協
議
会
(
長
崎
市
戸

町
一

l
三
二
)
へ

(
福
祉
課
)

七
月
十
八
日
、
十
九


	198106-2-p01
	198106-2-p02
	198106-2-p03
	198106-2-p04
	198106-2-p05-08

